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生徒会の
皆さんが

心を込め
て作った

「３年生
を送る会

」の掲示
物



ポイント！ポイント！
ま
ず
は
、
財
政
健
全
化
の

取
り
組
み
が
重
要
課
題

�

石
井　

徹 

議
員

　

今
後
は
一
切
の
大
規
模
投
資
は
せ

ず
、
町
民
の
生
活
環
境
整
備
を
最
優

先
に
考
え
た
予
算
執
行
を
望
む
。

各
活
性
化
策
の
結
び
付
け
を

�

日
坂　

和
久 

議
員

・�
北
部
地
域
活
性
化
を
い
か
に
町
全

体
へ
波
及
さ
せ
る
の
か
。

・�

デ
マ
ン
ド
町
外
運
行
は
評
価
で
き

る
が
、
同
時
に
町
内
商
工
業
振
興

の
周
辺
環
境
整
備
を
。

・�

子
育
て
支
援
・
移
住
促
進
策
の
具

現
化
等
々
、
課
題
山
積
。

子
育
て
・
高
齢
者
対
策
に

　
　
　

も
っ
と
予
算
配
分
を

　
　

�

森　

利
夫 

議
員

　

予
算
が
厳
し
い
時
に
、
使
い
勝
手

が
似
て
い
る
道
路
改
良
工
事
に
か
け

る
予
算
は
、
精
査
し
て
よ
い
の
で
は
。

今
こ
そ
、
福
祉
に
全
力
投
球
せ
よ
！

�

関
根　

清
隆 

議
員

　

必
要
経
費
を
除
く
と
、
約
８
億
円

が
福
祉
に
使
え
る
。
北
部
活
性
化
の

た
め
に
我
慢
し
て
き
た
。
今
年
か
ら

は
節
約
し
、
空
き
家
問
題
、
高
齢
者

や
子
育
て
世
代
へ
の
福
祉
に
全
力
で

取
り
組
む
べ
き
だ
。

子
育
て
、
教
育
環
境
は
？

生
活
の
利
便
性
は
？

�

中
山　

明
美 

議
員

　

身
近
な
予
算
配
分
を
。

北
部
地
域
活
性
化
推
進
を

　
　

�

小
鷹　

房
義 

議
員

　

ご
み
処
理
施
設
稼
働
時
に
は
、
周

辺
地
域
に
道
路
標
識
設
置
な
ど
交
通

安
全
体
策
を
。

『ちょっくま』と
町営路線バス

道路標識がないと危険

車イス、高齢者の目線で

町民の生活環境整備を最優先に！
（はーとんスクエアから）

当初予算で修理予定の
第３公園（今宿）

ときがわ町まで延伸予定の町道
第１号線

①
国
へ
地
方
交
付
税
を
も
う
少
し
要

求
で
き
る
。

②
給
食
費
が
値
上
げ
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
消
費
税
分
や
負
担
軽
減
こ
そ

重
要
。
③
電
子
入
札
で
は
、
業
者
指

導
に
補
助
を
。
④
重
度
心
身
障
が
い

者
の
要
望
を
聞
く
姿
勢
が
欲
し
い
。

⑤
小
学
生
の
就
学
援
助
金
を
早
く
出

し
て
。�

（
根
岸
）

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
町
外
運
行

な
ど
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
①
子

育
て
支
援
で
は
、
給
食
費
は
上
が
り
、

期
待
に
応
え
て
い
な
い
。
②
ブ
ラ
ウ

ザ
導
入
を
外
注
す
る
等
、
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
と
予
算
軽

減
を
放
棄
し
て
い
る
。
③
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
努
力
不

足
。
以
上
３
点
に
よ
り
敢
え
て
反
対

す
る
。�

（
関
根
）

　

ハ
コ
モ
ノ
行
政
を
続
け
た
結
果
、

地
方
債
残
高
は
令
和
元
年
度
か
ら
連

続
で
、
70
億
円
を
超
え
て
い
る
。
元

金
償
還
は
当
た
り
前
だ
が
、
財
政
調

整
基
金
の
積
み
増
し
よ
り
、
子
育
て

世
代
に
優
し
い
予
算
編
成
で
、
移
住

促
進
が
は
か
れ
る
よ
う
、
先
を
見
て

積
極
的
な
予
算
を
組
む
べ
き
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
予
算
案
に
反
対
す
る
。�（
森
）

〈
反
　
対
〉

一
般
会
計
予
算
討
論

予算審査特別委員会にて審査しました。
質疑、そして議員間で自由討議をして、
評価すべきところ、問題点や課題につい
て意見を出し合いました。議員一人ひと
りの予算に対する思いをお知らせします。
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ここがここが
持
続
可
能
な
社
会
に
！

�

小
川　

唯
一 

議
員

　

第
６
次
鳩
山
町
総
合
計
画
、
町
制

施
行
40
周
年
事
業
等
、
持
続
可
能
な

社
会
に
沿
っ
た
予
算
で
あ
る
。

町
民
の
方
へ
向
い
て
い
な
い
町
政
だ

�

根
岸　

富
一
郎 

議
員

　

特
に
、「
学
校
給
食
費
の
値
上
げ

問
題
」、
そ
れ
か
ら
重
度
心
身
障
が

い
者
へ
の
対
応
、
小
学
生
の
就
学
援

助
金
支
給
時
期
が
問
題
。

教
育
行
政
を
推
進
せ
よ　

�

大
賀　

広
史 

議
員

　

近
年
の
ハ
コ
モ
ノ
行
政
の
ツ
ケ
を

給
食
費
の
値
上
げ
や
、
幼
稚
園
の
経

費
が
負
担
な
ど
と
、
教
育
行
政
に
押

し
付
け
て
い
る
。
町
制
40
周
年
の
節

目
を
迎
え
、
若
者
移
住
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、
子
育
て
し
や
す
い
町

と
し
て
特
別

な
支
援
策
を

展
開
す
べ
き
。

持
続
可
能
な

教
育
行
政
の

ビ
ジ
ョ
ン
を

示
せ
。

活
気
あ
る
鳩
山
町
の
姿
が

見
え
な
い
予
算

�

松
浪　

健
一
郎 

議
員

　

行
政
は
何
が
し
た
い
の
か
。
子
育

て
施
策
が
充
実
し
て
い
な
い
な
ら
、

移
住
を
促
進
で
き
な
い
。

　

基
金
を
積
み
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
予
算
を
振
り
分
け

て
欲
し
い
。

人
口
減
少
問
題　

意
見
を
出
し
合
い
対
策
を

�

石
井　

計
次 

議
員

・�

北
部
活
性
化
は
、
ハ
コ
モ
ノ
を

造
っ
て
終
わ
り
で
は
な
い
。　
　

・�

空
き
家
対
策
な
ど
、
意
見
を
結
集

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
と
環
境
を
守
る

取
り
組
み
の
継
続
を

�

野
田 

小
百
合 

議
員

　

ゴ
ル
フ
場
、
そ
し
て
ご
み
焼
却
施

設
。
町
が
独
自
に
環
境
調
査
し
、
デ

ー
タ
を
持
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。

住
民
の
不
安
に
寄
り
添
い
続
け
て
ほ

し
い
。

第6次総合計画
子育てしやすい街に
～ PR動画より～

ゴルフ場排水口から採水中

調理員さん　大忙し！

もっとボリュームある給食を

活性化の取り組みを

　

単
年
発
行
額
１
億
円
以
内
と
す

る
起
債
残
高
削
減
等
、
財
政
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
確
認
で

き
た
。
さ
ら
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
運
営
事
業
の
拡
大
や
既
存
施

設
の
活
性
化
施
策
は
、
町
民
の
生

活
環
境
の
整
備
を
。
町
制
40
周
年

事
業
で
は
、
町
民
と
の
協
働
に
よ

り
持
続
可
能
な
活
性
化
を
期
待
す

る
。�

（
石
井
徹
）

　

財
政
調
整
基
金
の
増
額
、
起
債

額
の
減
少
な
ど
、
評
価
が
で
き
る
。

　

駅
が
な
い
鳩
山
町
で
は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
土
日
運
行
、
町
外
運

行
は
長
年
の
要
望
だ
っ
た
。
そ
の

点
は
評
価
し
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
町
に
人

を
呼
び
込
む
政
策
を
要
望
し
て
賛

成
す
る
。�

　
（
中
山
）

　

新
ご
み
焼
却
施
設
に
関
す
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
（
ク
ロ
マ

ツ
）
や
土
壌
調
査
を
町
独
自
に
実

施
。
ゴ
ル
フ
場
農
薬
水
質
検
査
も

長
く
継
続
し
て
い
る
。
自
治
体
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
所
は
少
な

い
。
住
民
や
環
境
を
守
る
姿
勢
を

高
く
評
価
す
る
。

　

デ
マ
ン
ド
な
ど
住
民
の
声
を
聞

い
て
改
善
し
て
い
る
。�

（
野
田
）

〈
賛
　
成
〉

令和４年度
当初予算
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第１回
定例会

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
14
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
専

決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
６
件
、
第
６
次
鳩
山
町
総
合
計
画
基
本
構
想
に
関

す
る
も
の
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
も
の
１
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の

補
正
予
算
に
関
す
る
も
の
７
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
予
算
に
関
す
る
も
の
７
件
、

人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
３
件
の
合
計
26
議
案
で
、
全
議
案
と
も
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
鳩
山
町

議
会
基
本
条
例
の
制
定
」、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
案
」
が
発
議
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　予算審査特別委員会の設置に先立ち、令和４年度の
一般会計予算案について、町長・教育長に総括的な質
疑を行いました。
　議員本人が要約し、執筆した原稿を掲載しています。総括質疑　４議員が登壇

町長に問う！

大
賀
　
広
史 

議
員

問　

決
算
が
不
認
定
と
な
っ

た
件
は
、
官
製
談
合
事
件
だ

け
で
な
く
、
議
会
か
ら
様
々

な
点
を
指
摘
し
た
が
、
予
算

案
に
ど
う
反
映
さ
せ
た
の
か
。

答　

不
認
定
の
件
は
、
大
変

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
議

会
か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

８
つ
の
方
針
で
予
算
編
成
を

行
っ
た
。
す
で
に
策
定
し
た

町
債
残
高
削
減
計
画
に
則
っ

て
、
財
政
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
取
り
組
む
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　

町
立
幼
稚
園
の
存
続
に

つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

あ
り
方
検
討
委
員
会
な
ど
に

諮
問
し
て
い
る
が
、
町
長
と

し
て
の
考
え
方
を
う
か
が
う
。

答　

20
人
を
切
る
園
児
数
に

対
し
、
運
営
経
費
が
年
間
約

２
９
０
０
万
円
の
支
出
が
あ

る
。
検
討
委
員
会
の
答
申
を

踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
。

関
根
　
清
隆 

議
員

福
祉
事
業
の
予
算
に
つ
い
て

問　

一
般
財
源
で
必
要
経
費

等
を
除
き
、
福
祉
や
重
点
事

業
に
使
え
る
額
は
。

答　

一
般
財
源
総
額
は
約

39
・
５
億
円
で
、
必
要
経
費

を
差
し
引
い
た
約
８
・
７
億

円
が
重
点
施
策
等
に
使
用
可
。

問　

そ
の
額
の
う
ち
、
以
下

の
事
業
で
一
般
財
源
が
使
わ

れ
る
額
は
概
算
い
く
ら
か
。

①
北
部
地
域
活
性
化
事
業

②
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
町

外
運
行
、
土
日
運
行
事
業

③
町
の
少
子
高
齢
化
対
策

答　

①
北
部
地
域
活
性
化
事

業
は
概
算
で
総
額
３
・
５
億

円
、
う
ち
一
般
財
源
は
約

６
千
万
円
。
②
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
事
業
は
、
概
算
で
約

３
千
万
円
。
③
町
の
少
子
高

齢
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
単

純
に
算
出
す
る
こ
と
は
困
難
。

石
井
　
徹 

議
員

問　

近
年
の
大
型
公
共
事
業

の
総
括
に
つ
い
て
は
。

答　

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再

生
創
造
事
業
並
び
に
北
部
地

域
活
性
化
事
業
の
い
ず
れ
も

事
業
経
費
が
当
初
の
計
画
額

を
上
回
り
、
不
足
分
を
起
債

で
補
填
す
る
結
果
と
な
っ
た

こ
と
は
、
反
省
す
べ
き
点
と

捉
え
て
い
る
。

問　

令
和
４
年
度
以
降
の
新

規
事
業
取
り
組
み
は
。

答　

泉
井
地
区
の
た
め
池
改

修
事
業
、
継
続
事
業
と
し
て

道
路
整
備
事
業
を
実
施
。

問　

北
部
道
路
整
備
に
、
多

額
の
事
業
費
が
か
か
る
が
。

答　

町
の
財
政
状
況
等
を
考

慮
し
た
中
で
、
現
計
画
事
業

の
見
直
し
な
ど
も
含
め
、
地

域
の
皆
様
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
施
策
を
位
置
づ
け
る
。

根
岸
　
富
一
郎 

議
員

予
算
編
成
と
財
政
調
整
基
金

に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
ど

ん
な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
な
ど
に
予
算
計
上
し

た
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
教
室
対
策
で
、

町
独
自
に
子
ど
も
や
教
員
の

休
養
、
能
力
ア
ッ
プ
の
考
え

は
あ
る
か
。

答　

様
々
な
リ
モ
ー
ト
事
業

な
ど
行
え
た
。
教
職
員
の
能

力
ア
ッ
プ
研
修
な
ど
も
用
意

し
て
い
る
。

問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
は
、
当
て
に
し
て
も
町

独
自
事
業
に
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

独
自
に
実
施
し
て
よ
い

事
業
だ
。
財
政
調
整
基
金
は
、

年
度
間
の
財
源
調
整
、
大
規

模
災
害
、
大
幅
な
税
収
減
の

時
に
取
り
崩
す
。

デマンドタクシー　
土日・町外運行開始！

一般会計予算　56億7,800万円

問

問問問

問

問問問

問 答

答答答

答答答

問 答答

答
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※ �

国
民
健
康
保
険
の
方

は
、
国
保
特
別
会
計
予

算
に
も
人
間
ド
ッ
ク
補

助
金
６
３
０
万
円
が
あ

り
、
そ
ち
ら
か
ら
同

様
に
補
助
さ
れ
ま
す
。

予
算
審
査

特
別
委
員
会

１
日
目

歳
　
入

歳
　
出

地
方
交
付
税

問　

増
え
た
理
由
は
。

答　

前
年
度
比
１
億
６
千
万

円
、
11
・
６
％
増
。
国
の
予

算
動
向
、
地
方
交
付
税
の
出

口
ベ
ー
ス
で
３
・
５
％
増
と
、

町
税
の
収
入
状
況
に
よ
る
。

問　

町
税
が
増
え
る
と
、
地

方
交
付
税
が
減
る
と
思
う
が
。

答　

国
全
体
が
３
・
５
％
増

な
の
で
、
そ
の
分
微
増
を
見

込
ん
だ
。

学
校
給
食
費

問　

徴
収
金
３
３
５
１
万
６

千
円
、
公
会
計
に
し
た
と
い

う
こ
と
か
。

答　

そ
の
通
り
で
、
こ
の
金

額
は
給
食
の
食
材
費
の
み
。

人
件
費
は
入
っ
て
い
な
い
。

企
業
立
地
協
力
負
担
金

問　

１
０
６
万
５
千
円
。
こ

防
犯
カ
メ
ラ

問　

設
置
工
事
２
３
６
万
５

千
円
。
設
置
件
数
は
。

答　

熊
井
交
差
点
、
お
し
ゃ

も
じ
食
品
北
側
、
石
坂
交
差

点
の
３
基
。
町
内
で
合
計
９

基
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

割
高
で
は
な
い
か
。

答　

カ
メ
ラ
１
台
あ
た
り
35

万
円
、
そ
の
他
付
属
品
に
な

る
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

問　

報
償
費
予
算
が
あ
る
が

何
か
。

答　

５
０
０
０
日
達
成
の
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

問　

交
換
工
事
21
万
円
、
何

箇
所
か
、
ま
た
町
内
交
換
の

進
捗
率
は
。

答　

６
箇
所
。
進
捗
率
約
２

割
。

衛
星
デ
ー
タ
利
用

問　

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
セ
ン
タ
ー
協
働
事
業
１

０
０
万
円
の
内
容
は
。

答　

人
工
衛
星
の
写
真
デ
ー

タ
を
使
用
す
る
費
用
。
数
年

前
に
撮
影
さ
れ
た
デ
ー
タ
と

比
べ
て
み
て
、
課
税
対
象
を

人
工
知
能
で
把
握
す
る
シ
ス

テ
ム
。
山
林
が
開
発
さ
れ
た

り
す
る
と
、
写
真
で
わ
か
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問　

コ
ン
テ
ン
ツ
更
新
委
託

料
４
３
２
万
３
千
円
の
内
訳

は
。

答　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
更
新
委
託
料
に
な
り
、

ト
ッ
プ
画
面
の
デ
ザ
イ
ン
変

更
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等

の
費
用
に
な
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
収
納

問　

今
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
。

答　

P
A
Y
P
A
Y

、PA
Y
 B

、

L
IN
E
 P
A
Y

の
３
種
類
。

問　

手
数
料
は
。

答　

ス
マ
ホ
決
済
、
コ
ン
ビ

ニ
の
レ
ジ
現
金
払
い
は
57
円
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に

は
10
円
か
か
る
。

工
事
の
入
札

問　

監
視
委
員
会
の
報
償
内

容
は
。

答　

入
札
、
契
約
過
程
、
公

正
な
入
札
の
確
保
が
行
わ
れ

て
い
る
か
審
議
す
る
。
こ
れ

ら
が
害
さ
れ
る
と
判
断
し
た

場
合
に
は
、
業
者
等
の
意
見

聴
取
な
ど
、
こ
の
委
員
会
で

審
議
す
る
。

問　

電
子
入
札
に
な
る
と
い

う
こ
と
か
。

答　

書
式
入
札
を
希
望
す
る

業
者
に
は
、
書
式
入
札
も
可

能
で
、
町
で
シ
ス
テ
ム
に
入

力
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　

寄
附
返
礼
品
業
務
委
託

料
の
内
訳
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
約

半
分
く
ら
い
が
、
返
礼
品
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
手
数
料
、

サ
イ
ト
手
数
料
に
な
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

問　

運
行
経
費
の
町
負
担
は
。

答　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
経
費
、
及
び
予
約
セ
ン

タ
ー
業
務
等
の
経
費
か
ら
、

運
賃
等
の
収
入
を
引
い
た
約

３
２
７
５
万
円
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
金
額
の
８

割
が
特
別
交
付
税
措
置
さ
れ

る
の
で
、
実
質
的
な
町
の
負

の
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

含
め
て
、
町
で
実
施
す
る
。

問　

老
朽
空
き
家
等
除
却
費

２
５
０
万
円
の
内
訳
は
。

答　

除
却
工
事
に
対
し
て
最

高
50
万
円
、
５
件
程
度
を
見

込
む
。

町
の
太
陽
光
発
電
施
設

問　

旧
地
域
下
水
処
理
場
に

設
置
の
太
陽
光
発
電
の
フ
ァ

ン
交
換
等
工
事
３
６
３
万
円

の
内
容
は
。

答　

通
常
の
耐
用
年
数
が
10

年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
８
年

が
経
過
し
て
、
適
正
な
発
電

環
境
の
た
め
、
劣
化
し
て
い

る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

を
交
換
。
今
ま
で
、
１
度
も

整
備
点
検
を
し
て
い
な
い
の

で
、
今
年
度
か
ら
業
務
委
託

を
始
め
る
。

担
額
は
、
約
６
５
５
万
円
。

後
期
高
齢
者

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

者
人
間
ド
ッ
ク
検
査
料
１
５

０
万
円
の
内
容
は
。

答　

一
人
あ
た
り
２
万
５
千

円
を
上
限
に
補
助
す
る
も
の
。

空
き
家
対
策

問　

空
き
家
等
実
態
調
査
業

務
委
託
料
が
あ
る
が
、
町
内

会
に
任
せ
れ
ば
い
い
の
で
は
。

答　

判
断
の
基
準
と
し
て
、

水
道
の
使
用
状
況
等
の
個
人

情
報
を
扱
う
の
で
、
空
き
家

れ
は
い
つ
ま
で
入
る
か
。

答　

玉
川
工
業
高
校
跡
地
で
、

平
成
29
年
度
か
ら
10
年
間
。

令
和
４
年
度

�

一
般
会
計
予
算

設
置
さ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ

土日・町外運行が始まったデマンドタクシー

旧地域下水処理施設にある太陽光発電

問問問

問 問 問問

問問問

問 問

問

問 問

問

問 問

問

問 答答答

答 答 答

答答答答

答 答

答

答 答

答

答 答

答

答
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子
ど
も
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種

問　

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
事
業
に
つ

い
て
、
町
の
方
針
は
。

答　

町
内
に
小
児
科
が
な
い

こ
と
か
ら
、
比
企
医
師
会
に

相
談
し
て
い
る
。
集
団
接
種

と
個
別
接
種
の
体
制
を
と
る
。

接
種
を
受
け
る
の
は
義
務
で

は
な
い
の
で
、
保
護
者
に
は

十
分
に
理
解
の
上
、
検
討
し

て
ほ
し
い
。

公
園
遊
具

問　

公
園
遊
具
等
点
検
業
務

委
託
料
59
万
円
の
内
訳
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
遊
具
を
５

年
に
１
度
、
国
交
省
の
基
準

に
従
っ
て
、
定
期
点
検
、
劣

化
点
検
を
行
な
っ
て
い
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

問　

運
営
委
員
会
委
員
報
償

10
万
円
の
内
容
は
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後

を
安
心
安
全
に
過
ご
し
、
多

様
な
体
験
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
等
の
参
画
を

得
て
、
多
様
な
学
習
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。
対

象
者
は
全
児
童
。

デ
ジ
タ
ル
図
書

問　

電
子
書
籍
１
４
０
万
８

千
円
の
内
訳
は
。

答　

ラ
イ
セ
ン
ス
買
取
り
型

の
電
子
書
籍
１
０
０
冊
分
を

購
入
予
定
。

予
算
審
査

特
別
委
員
会

２
日
目

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

水
道
事
業
会
計
予
算

問　

令
和
３
年
度
末
の
、
財

政
調
整
基
金
残
高
は
。

答　

４
億
１
８
１
２
万
円
。

問　

大
幅
に
県
か
ら
の
給
付

金
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

答　

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
移
動
し
て
、

国
保
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問　

今
後
、
国
保
の
給
付
金

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

答　

被
保
険
者
数
が
減
少
す

れ
ば
、
財
政
規
模
自
体
が
縮

小
す
る
の
で
、
心
配
は
な
い
。

問　

病
名
な
ど
の
情
報
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

広
域
連
合
に
情
報
提
供

を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

問　

令
和
３
年
度
末
で
の
準

備
基
金
残
高
は
。

答　

３
億
５
４
０
６
万
円
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　

介
護
保
険
料
を
下
げ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

来
年
度
以
降
か
ら
始
ま

る
第
９
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
す

る
。

問　

水
道
課
が
、
上
下
水
道

課
に
な
る
が
、
業
務
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、

し
尿
処
理
な
ど
の
生
活
環
境

整
備
事
務
等
も
行
っ
て
い
く
。

　

財
政
調
整
基
金
は
４
億
円

　

鳩
山
町
の
医
療
費
で
、
ど

う
い
う
病
気
が
多
い
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
。�

（
根
岸
）

　

年
度
末
残
高
で
約
３
億
５

４
０
０
万
円
の
準
備
基
金
が

あ
る
。

 

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ

る
べ
き
。�

（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

も
あ
る
。
医
療
費
が
減
少
し

て
い
る
状
況
か
ら
国
保
税
を

も
う
少
し
下
げ
る
べ
き
。

�

（
根
岸
）

■歳入については、町税が減収にならなかったこ
と、地方交付税が増額となったこと、町債発
行が抑制できたことは評価できる。

■まちづくり応援寄附金が、前年度と同額では消
極的で、もっと攻めの金額設定を望む。

■防犯カメラの金額が35万円とのことだが、町
民感覚としては高すぎる。防犯カメラは今後
多くの場所で必要となるので、その費用を軽
減し台数を多く設置すべき。

■北部地域活性化事業における町道整備につい
て、令和４年度は地元対策費もあり予算が組
めたが、令和５年度以降の道路整備は大変な
財政負担となり、平準化ができるのか不安を
拭い切れない。

■給食費が値上げということだが、育ち盛りの子
どもたちにおいしくてボリュームのある給食
を届けてほしい。町としても積極的に予算の
投入を図る意気込みが欲しい。

■給食センター建設当初は、学校給食だけでなく
高齢者等への配食を検討すると言っていたが、
何もしていないのが現状だ。今後は積極的活
用を検討すべき。

■ごみ焼却施設の稼働が開始される。周辺の交通
安全対策が必要。

■町制施行40周年事業を成功させて広くアピー
ルしていく。農業問題をしっかり考えていく
べき。

■北部活性化でハコモノは造った。決して終わり
ではない。議員一人ひとりが考え、意見し執
行部と緊張感をもってやっていくしかない。

■予算を組んで5年先10年先どういう町にしたい
のか、全く見えてこない。外から人が来なけ
れば、人は増えない。

自由討議

鳩山町配水場
農業集落排水

（大橋・泉井地区クリーン施設）

問

問

問問 問

問

問問

問問問 答

答

答答 答

答

答答

答

答

答
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専
決
処
分「
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）」

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

自
然
環
境
と
景
観
の

保
全
に
配
慮
し
た
太

陽
光
発
電
設
備
の
適

正
な
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
給

付
事
業

問　

鳩
山
町
で
は
給
付
対
象

者
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

答　

対
象
世
帯
が
１
３
４
６

世
帯
。
住
民
税
の
未
申
告
世

帯
69
世
帯
、
合
わ
せ
て
１
４

１
５
世
帯
。
家
計
急
変
世
帯

も
給
付
の
対
象
と
な
る
が
、

３
２
５
世
帯
を
見
込
ん
で
い

る
。

問　

未
就
学
児
の
均
等
割
が

無
料
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象

は
何
人
か
。

答　

今
回
の
条
例
は
、
無
料

で
は
な
く
５
割
軽
減
と
い
う

こ
と
。

　

対
象
と
な
る
未
就
学
児
の

46
人
、
74
万
７
６
０
０
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

問　

地
域
住
民
以
外
か
ら
も

災
害
、
自
然
環
境
、
生
活
環

境
、
景
観
の
観
点
か
ら
意
見

を
持
つ
者
は
意
見
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

具
体
的
に
規
定
す
べ
き
で
は
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
名
の

下
に
、
自
然
環
境
や
地
域
が

壊
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

〈
賛
成
討
論
〉

　ロシアによるウクライナへの武力侵攻は、国際社

会の平和と安全を著しく損なう暴挙であり、武力の

行使を禁ずる国連憲章・国際法の重大な違反である。

　この事態は、欧州にとどまらず、日本が位置する

アジアを含む国際社会における秩序の根幹を揺るが

す極めて深刻な事態であり、核による威嚇・牽制は

地球上の全人類にとって、断じて容認できることで

はない。いかなる国においても人間として、暴力と

脅迫は決して許されるべきものではない。

　鳩山町議会は、ロシアによる今回の武力攻撃及び

侵略に対し、ロシアに厳重に抗議するとともに、国

連総会の緊急特別会合において採択された決議を受

け入れ、即時の攻撃停止と完全撤退を強く求める。

　また、政府においては、現地在留邦人の安全確保

とウクライナ国民の救済に努めるとともに、国際社

会と緊密に連携し、厳格な対応を行うよう要請する。

　以上、決議する。

付
費
４
５
４
万
８
千
円
だ
が
、

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答　

在
宅
の
要
介
護
者
が
利

用
す
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
費
用
。
令
和
３
年
３
月
利

用
分
か
ら
11
月
ま
で
の
給
付

実
績
等
か
ら
令
和
３
年
度
の

給
付
額
を
３
億
８
２
１
１
万

８
千
円
と
見
込
み
、
４
５
４

万
８
千
円
を
増
額
補
正
。

答　
「
地
域
住
民
等
は
、
説

明
会
を
開
催
し
た
事
業
者
に

対
し
、
事
業
に
関
す
る
計
画

に
つ
い
て
意
見
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
明
確
に

規
定
し
て
い
る
。

問　

比
企
５
町
が
条
例
案
を

３
月
議
会
に
上
程
し
て
い
る

が
町
長
の
見
解
を
う
か
が
う
。

答　

１
年
近
く
、
自
然
環
境

や
景
観
保
護
を
求
め
る
方
々

の
声
を
直
接
聞
き
な
が
ら
、

ま
た
担
当
職
員
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
今
回
の
上
程
に
行

き
着
い
た
。

　

不
十
分
な
点
は
あ
る
か
と

思
う
が
、
国
全
体
の
動
き
も

見
な
が
ら
、
今
後
よ
り
よ
い

条
例
と
し
て
い
き
た
い
。

　

残
念
な
が
ら
、
発
電
施
設

が
投
機
対
象
で
、
コ
ス
ト
を

か
け
ず
に
設
置
し
転
売
す
る

事
業
者
が
多
く
あ
る
よ
う
に

聞
く
。
廃
棄
す
る
時
に
は
ど

う
な
る
か
、
不
安
が
募
る
。

　

今
後
も
運
用
す
る
中
で
、

課
題
や
問
題
が
出
て
き
た
場

合
に
は
、
改
正
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

条
例
が
で
き
た
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。�

（
野
田
）

全会一致で可決
「ロシアによるウクライナへの侵攻に

断固抗議する決議」

問

問

問問

問

答

答 答

答

答
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官製談合防止法違反事件に対する

不正事件に係る
調査特別委員会
調査報告さいたま地裁

　

令
和
３
年
５
月
に
元
職
員

が
官
製
談
合
防
止
法
違
反
で

逮
捕
さ
れ
、
さ
い
た
ま
地
裁

に
お
い
て
懲
役
１
年
６
カ
月

執
行
猶
予
３
年
の
判
決
が
確

定
し
た
。
ま
た
、
田
中
工
業

元
社
長
に
は
懲
役
10
カ
月
の

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

町
は
再
発
防
止
対
策
の
策

定
に
取
り
組
み
、議
会
は『
不

正
事
件
に
係
る
調
査
特
別
委

員
会
』
を
設
置
し
、
調
査
と

再
発
防
止
策
の
検
討
を
進
め

て
き
た
。

　

こ
の
度
の
定
例
会
に
お
い

て
、
当
特
別
委
員
会
の
調
査

報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

委
員
会
は
議
員
11
人
（
議

長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
で
構

成
し
、
委
員
長 

関
根
議
員
、

副
委
員
長 

石
井
徹
議
員
の

体
制
で
推
進
し
た
。
委
員
会

は
建
設
工
事
の
入
札
や
契
約

で
発
生
し
た
他
自
治
体
の
事

件
と
報
告
書
を
研
究
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
に
関
す
る
調
査
を
２

グ
ル
ー
プ
、
契
約
と
入
札
の

仕
組
み
に
関
す
る
調
査
を
２

調
査
特
別
委
員
会

調
査
報
告

グ
ル
ー
プ
、
合
計
４
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
調
査
作
業
を
実

施
し
た
。　

　

グ
ル
ー
プ
の
代
表
で
構
成

す
る
小
委
員
会
で
調
査
結
果

を
持
ち
寄
り
、
討
論
を
重
ね
、

当
特
別
委
員
会
を
３
回
開
催

し
、
合
意
を
得
て
３
月
議
会

に
提
出
・
報
告
し
た
。
報
告

書
の
概
要
を
次
に
掲
載
す
る
。

基
本
方
針
と
目
的

　

事
件
を
町
の
組
織
の
課
題

と
し
て
取
り
組
み
、
事
務
手

続
き
、
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
つ
い
て
、
再
発
防
止

と
管
理
体
制
の
構
築
・
維
持

が
出
来
る
よ
う
に
、
町
に
提

言
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

調
査
の
範
囲
と
本
報
告

書
の
構
成

　

刑
事
事
件
と
し
て
の
調
査

分
析
は
行
わ
ず
、
警
察
と
裁

判
に
委
ね
る
。

　

町
提
出
の
『
鳩
山
町
不
正

事
件
に
係
る
再
発
防
止
対
策

報
告
書
』
を
精
査
し
、
事
件

発
生
の
背
景
と
現
状
分
析
、

再
発
防
止
策
等
へ
の
指
摘
と

提
言
、
こ
れ
を
持
続
維
持
管

理
す
る
た
め
の
提
言
で
報
告

書
を
構
成
す
る
。

事
件
の
背
景
と
現
状
分
析

①�

組
織
と
事
務
手
続
き
に
問

題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た

が
、
改
善
の
提
案
が
な

か
っ
た
。

②�

古
い
体
質
が
残
り
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
不

十
分
で
、
組
織
と
し
て
犯

罪
と
な
る
リ
ス
ク
が
内
在

し
て
い
た
。

③�

担
当
者
の
知
識
・
経
験
不

足
の
結
果
、
業
者
と
の
接

触
機
会
が
多
く
、
情
報
漏

洩
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
。

④�

利
害
関
係
者
と
の
接
触
で

守
る
べ
き
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
つ
い
て
、
具
体
的

指
針
が
不
足
し
て
い
た
。

再
発
防
止
策
等
へ
の
指

摘
と
提
言

①�

入
札
制
度
の
改
善
の
た
め
、

ラ
ン
ダ
ム
係
数
を
使
っ
て
、

最
低
制
限
価
格
漏
洩
を
防

止
す
る
こ
と
。機
密
情
報
・

書
類
等
の
管
理
の
仕
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
。

②�

外
部
の
有
識
者
に
よ
る

「
入
札
監
視
委
員
会
」
を

設
置
し
、
談
合
・
漏
洩
情

報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、

ま
た
、
同
じ
業
者
が
連
続

し
て
最
低
制
限
価
格
に
近

い
落
札
を
２
回
以
上
繰
り

返
し
た
場
合
等
、
速
や
か

に
こ
の
委
員
会
で
検
証
す

る
こ
と
。
ま
た
、
改
善
す

べ
き
点
を
指
摘
す
る
こ
と
。

③�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

向
上
の
た
め
、
指
針
の
明

示
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、

定
期
研
修
、
誓
約
書
の
聴

取
（
毎
年
度
）、
ス
ピ
ー

ク
ア
ッ
プ
制
度(

問
題
に

気
づ
い
た
時
、
上
司
へ
報

告
が
困
難
な
場
合
、
直
接

委
員
会
等
に
匿
名
で
連
絡

出
来
る
制
度)

を
導
入
す

る
こ
と
。

④�

随
意
契
約
に
つ
い
て
も
不

正
誘
発
の
リ
ス
ク
回
避
の

対
策
を
立
案
す
る
こ
と
。

再
発
防
止
策
維
持
管
理

①�

再
発
防
止
策
の
確
実
な
実

行
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
改

善
活
動
の
励
行
。

②�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
定

の
精
読
と
合
意
の
誓
約
書

徴
取
。

③�

職
員
は
、
リ
ス
ク
を
感
じ

た
時
、
前
向
き
に
改
善
に

取
り
組
む
姿
勢
を
持
つ
こ

と
。

残
さ
れ
た
課
題

　

再
発
防
止
策
が
講
じ
ら
れ

て
も
、
契
約
時
の
分
析
が
不

十
分
で
、
契
約
後
に
変
更
契

約
が
必
要
と
な
り
、
当
初
予

算
を
大
幅
に
超
過
す
る
ケ
ー

ス
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
一
般
財
源
の
投
入
や

町
債
で
賄
う
こ
と
に
な
り
、

町
の
財
政
の
悪
化
と
町
債
の

長
期
間
の
返
済
が
財
政
を
圧

迫
す
る
結
果
と
な
る
。

終
わ
り
に

　

事
件
を
健
全
な
行
政
運
営

実
現
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

今
後
の
行
政
に
活
か
し
て
も

ら
い
た
い
。

報
告
書
が
大
賀
議
長
よ
り

小
峰
町
長
に
提
出
さ
れ
た
。
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固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
矢
田
部
守

氏（
松
ヶ
丘
在
住
）の
再

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

副
町
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、藤
野
敏
氏（
熊

井
在
住
）
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

矢
田
部
　
守 

氏

副
町
長
に

藤
野
　
　
敏 

氏

農
業
委
員
会
委
員
に
10
人
を
任
命

　

新
た
な
農
業
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

新
た
に
農
業
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
た
皆
さ

ん
。

　

後
列
左
か
ら
金
井
幸
雄
氏
（
須
江
）、
中
原
哲

彦
氏
（
松
ヶ
丘
）、
小
鷹
隆
石
氏
（
熊
井
）、
石
井

利
幸
氏
（
赤
沼
）、
小
林
三
千
雄
氏
（
赤
沼
）。

　

前
列
左
か
ら
戸
口
英
子
氏
（
奥
田
）、
恩
田
政

行
氏
（
泉
井
）、
金
子
茂
雄
氏
（
大
豆
戸
）、
飯
島

千
春
氏
（
大
橋
）、
根
岸
郁
子
氏
（
熊
井
）。

鳩山町議会基本条例 前文
　地方議会は二元代表制の下、執行機関との
健全な緊張関係を保持しながら、立法機能及
び監視機能を十分発揮し、もって地方自治の
本旨の実現を目指さなくてはならない。地方
分権の時代にあって議会の役割の重要性は更
に高まっており、議会と議員の更なる改革と
成長が求められている。
　そのために鳩山町議会は、これまでも議会
改革に取り組んできた。議会と議員は、町民
からの信頼に応えるため、積極的な情報の公
開を通じて説明責任を果たし、議会諸活動へ
の町民の参加のもと、議員相互の自由かっ達
な議論を展開しながら、町政の課題を明らか
にして、政策立案及び提言を積極的に行って
いかなければならない。
　これを達成するため、また、これまで積み
重ねてきた改革への取組を確かなものとする
ため、同時に議会及び議員の責務を自覚しな
がら、町民の負託に応えられる議会を目指し
ていくことを決意し、この条例を制定する。

条例のここがポイント！

１ �請願者は全員協議会等で説明できます。

２ 議会報告会を開催します。

３ �町長等は論点整理のために反問できます。

４ 議員間自由討議を行います。

５ �政務活動費の収支報告を公開します。

６ �災害時、町長等と連携して対応します。

　鳩山町議会では、これまでも議会改革を検討し、
実践してきました。これからの議会のあり方につい
て、何度も議論を重ね、議会基本条例としてまとめ
ました。
　この条例を活かして、議会のチェック機能を高め、
住民の皆さんとともに考え、提案する議会をつくり
あげていきます。

鳩山町議会基本条例を制定しました
さらに議会が変わる！皆さんと一緒に暮らしを変える！

はとやま議会だよりNo.156　89　はとやま議会だよりNo.156



「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　議は議長

令和４年第１回定例会 議案
議　員　氏　名

審議
結果

関
根
　
清
隆

石
井
　
　
徹

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

小
川
　
唯
一

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

野
田
小
百
合

大
賀
　
広
史

町
　
　
長
　
　
提
　
　
出

専決処分の承認（令和3年度一般会計補正予算（第7号））
子育て世帯等への臨時特別給付金を迅速に実施　2,425万円の追加 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 承　　認

健康長寿のまちづくり推進条例の制定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

自然環境と景観の保全に配慮した太陽光発電設備の適正な設置及
び管理に関する条例の制定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
妊娠・出産・育児等と仕事両立のための措置 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正
妊娠・出産・育児等と仕事両立のための措置 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

個人情報保護条例の一部改正
デジタル法の施行に伴い、条文中の名称など変更 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

国民健康保険税条例の一部改正
未就学児に係る均等割額の軽減措置導入のため 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

第6次総合計画基本構想 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

総合福祉センターの指定管理者の指定
社会福祉法人　鳩山町社会福祉協議会を指定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 議 原案可決

令和3年度一般会計補正予算（第8号）
歳入歳出それぞれ9,362万円の追加 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
歳入歳出それぞれ15万円の減額 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ1,037万円の減額 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ210万円の減額 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度浄化槽設置管理事業特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ1,049万円の減額 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和3年度介護保険特別会計補正予算（第3号）
歳入歳出それぞれ5,025万円の減額 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和3年度水道事業会計補正予算（第3号）
事業収益は187万円の増額、事業費は59万円の減額 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和4年度一般会計予算
歳入歳出総額　56億7,800万円 ● 〇 〇 欠 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和4年度国民健康保険特別会計予算
歳入歳出総額　17億3,668万円 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和4年度後期高齢者医療特別会計予算
歳入歳出総額　3億210万円 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和4年度農業集落排水事業特別会計予算
歳入歳出総額 5,981万円 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和4年度浄化槽設置管理事業特別会計予算
歳入歳出総額　5,054万円 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和4年度介護保険特別会計予算
歳入歳出総額　12億9,207万円 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和4年度水道事業会計予算
収益的収入・支出は2億9,598万円、資本的支出は9,725万円 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 同　　意

農業委員会委員の任命 〇 〇 〇 欠 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 議 同　　意

副町長の選任 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 同　　意

議
員
提
出

議会基本条例の制定 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議案 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています。
※除は除斥　石井計次議員は社会福祉協議会理事のため除斥。
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関根清隆　議員

１　住民への情報伝達と生涯学習について

２　�建設事業における変更契約あるいは追加契

約の適正化について

３　空き家対策・移住推進について

大賀広史　議員

１　これからの教育行政

２　北部地域活性化事業

　　(第１期計画の総括)

日坂和久　議員

１　北部地域活性化等に関する取り組みについて

２　デマンドタクシー運行内容の見直しについて

松浪健一郎　議員

１　�町の自主財源確保のためにも、ふるさと納

税の更なる拡充が不可欠と考える。新規の

ラインナップの商品を提案する

森　利夫　議員

１　北部地域活性化事業と地元対策事業について

２　学校給食費について

小川唯一　議員

１　農業行政

中山明美　議員

１　�埼玉版スーパー・シティプロジェクトについて

２　教育現場でのコロナ感染第６波の影響は

３　スマホ教室の開催を

石井　徹　議員

１　町制施行40周年事業について

２　�北部地域活性化事業の今後の取り組みにつ

いて

根岸富一郎　議員

１　加齢性難聴者に支援を

２　農業振興について

３　石坂の森を公園に

野田小百合　議員

１　福祉的見地からのごみ収集支援について

２　住民と共に町の魅力を作り出すために

小鷹房義　議員

１　道路標識について

２　町内道路上の照明について

３　町内のカーブミラーについて

石井計次　議員

１　成人年齢引き下げについて

２　水道事業について

３　町内の県事業について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　全議員が質問

町政を問う!
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

民
間
企
業
な
ら

倒
産
だ
よ
！

ス
マ
ホ
・
ア
プ
リ
な
ら
、

ス
マ
ホ
に
町
の
情
報
が
入
れ
ば
、

ピ
ピ
ッ
と
知
ら
せ
て
く
れ
る
よ

大
賀
　
広
史 

議
員

関
根
　
清
隆 

議
員

問　

今
後
、
ガ
ラ
携
は
無
く

な
り
、
ス
マ
ホ
が
主
力
と
な

る
。
ス
マ
ホ
で
は
情
報
が
入

る
と
ピ
ピ
ッ
と
知
ら
せ
て
く

れ
て
ア
イ
コ
ン
に
は
マ
ー
ク

が
付
く
。こ
れ
を『
プ
ッ
シ
ュ

通
知
機
能
』
と
言
う
。
町
の

Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
は

ス
マ
ホ
で
も
見
ら
れ
る
が
検

索
操
作
が
必
要
で
、
通
知
も

な
い
。
パ
ソ
コ
ン
で
は
起
動

し
な
い
と
見
ら
れ
な
い
。
そ

こ
で
ス
マ
ホ
・
ア
プ
リ
を
作

れ
ば
、
緊
急
時
や
ワ
ク
チ
ン

情
報
な
ど
、
防
災
無
線
が
聞

こ
え
な
い
と
こ
ろ
で
も
速
や

か
に
情
報
伝
達
が
で
き
る
。

そ
の
ア
プ
リ
か
ら
Ｈ
Ｐ
へ
跳

べ
ば
ス
マ
ホ
で
Ｈ
Ｐ
が
見
ら

れ
る
。
埼
玉
県
で
は
『
ポ

ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
さ
い
た
ま
』、

近
隣
自
治
体
で
は
日
高
市
の

『
ひ
だ
か
知
っ
得
情
報
ア
プ

リ
』
が
あ
り
、
移
住
時
に
市

役
所
の
窓
口
で
ア
プ
リ
を
入

れ
て
く
れ
る
。
鳩
山
で
も
こ

の
よ
う
な
ス
マ
ホ
・
ア
プ
リ

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答　

ス
マ
ホ
か
らT

w
itte
r

やF
a
c
e
B
o
o
k

で
プ
ッ

シ
ュ
通
知
機
能
が
設
定
で
き

る
。
複
数
の
ア
プ
リ
は
運
用

上
課
題
も
あ
る
。
広
く
利
用

さ
れ
て
い
るL

IN
E

ア
プ

リ
な
ど
を
導
入
す
る
自
治
体

も
増
え
て
い
る
。
プ
ッ
シ
ュ

通
知
機
能
は
情
報
提
供
に
効

果
的
だ
と
思
う
の
で
、
広
く

使
わ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
を
活

用
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

問　

Tw
itte
r

、Face
B
o
o
k

、

LIN
E

は
別
の
目
的（
ア
カ
ウ

ン
ト
登
録
し
て
情
報
入
力
す

る
ア
プ
リ
）
で
あ
り
、
町
情

報
の
中
心
は
Ｈ
Ｐ
な
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
で
Ｈ
Ｐ
を
開
か
な

く
て
も
ス
マ
ホ
な
ら
通
知
が

来
る
し
、
絶
え
ず
携
帯
し
て

い
る
の
で
、
ア
プ
リ
を
タ
ッ

チ
す
れ
ば
す
ぐ
緊
急
情
報
や

Ｈ
Ｐ
が
見
ら
れ
、
高
齢
者
に

も
使
い
や
す
い
。
ぜ
ひ
検
討

願
い
た
い
。

答　

少
し
時
間
を
か
け
、
費

用
面
・
運
用
面
を
含
め
て
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
行
政

問　

教
育
長
に
持
続
可
能
な

教
育
行
政
へ
の
考
え
を
伺
う
。

答　

園
児
数
が
減
少
し
て
い

る
鳩
山
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
と
連
携
し
な
が
ら
デ

ジ
タ
ル
図
書
を
導
入
し
て
大

型
モ
ニ
タ
ー
で
読
み
聞
か
せ

を
し
た
り
、
栽
培
活
動
に
取

り
組
み
、
食
育
を
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
、
園
の
活
動
を

新
聞
社
な
ど
に
発
信
し
、
今

年
か
ら
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
た
。

　

今
後
は
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
て
園
児
数
の
適
正
等

に
つ
い
て
、
幼
児
・
児
童
教

育
の
今
後
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

北
部
地
域
活
性
化
事
業

問　

足
掛
け
２
年
に
わ
た
っ

て
要
望
し
て
き
た
第
１
期
取

組
方
針
の
報
告
書
が
、
よ
う

や
く
議
会
に
示
さ
れ
た
。

　

両
地
区
の
１
期
５
年
間
の

事
業
費
総
額
を
伺
う
。

答　

未
完
了
の
事
業
も
あ
る

が
、
総
額
約
21
億
円
。

問　

計
画
起
債
総
額
と
実
際

の
起
債
総
額
は
い
く
ら
か
。

答　

計
画
額
約
６
億
円
に
対

し
、
実
際
に
起
債
し
た
額
は

約
14
億
円
と
な
っ
た
。

問　

約
８
億
円
も
借
金
が
増

え
た
の
か
。
こ
ん
な
で
た
ら

め
を
や
っ
て
い
た
ら
、
民
間

企
業
で
は
倒
産
す
る
。
誰
が

こ
の
借
金
を
背
負
う
の
か
。

答　

町
民
の
税
等
が
原
資
だ
。

問　

こ
ん
な
や
り
方
で
は
10

年
で
借
金(

起
債
総
額)

が

37
億
円
も
増
え
る
わ
け
だ
。

　

第
１
期
計
画
の
際
、
全
力

で
取
り
組
め
と
指
示
し
て
い

た
町
長
は
、
起
債
を
抑
制
せ

ず
、
こ
れ
だ
け
散
財
し
た
責

任
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

起
債
が
膨
ら
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
は
、
起
債
削
減
計

画
を
作
成
し
て
、
現
在
、
起

債
額
を
抑
え
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
第
２
期
計
画

に
お
い
て
は
、
反
省
点
を
踏

ま
え
、
進
め
て
い
き
た
い
。

この借金、だれが払うの
町民の税が原資となる

起債約14億円

町情報をスマホでピピッと受信

既存アプリも含め、前向きに検討する

鳩山町情報

日
高
市
の
ス
マ
ホ
画
面
例

た
っ
た
ひ
と
つ
の
鳩
山
幼
稚
園

答

答

問

問

問

問問

問問 答

答答

答答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

１
億
円
く
ら
い
は

集
め
た
い

何
年
も
前
か
ら
の
構
想
！

や
る
な
ら
し
っ
か
り

や
り
ま
し
ょ
う
。

６
次
総
合
計
画
に
お
け
る
主
要

幹
線
構
想
道
路
図

松
浪
健
一
郎 
議
員

ラインナップの拡充を
なかなか難しい

ふるさと納税

問　

町
の
自
主
財
源
確
保
に

も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

が
不
可
欠
と
考
え
る
。
新
規

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
提
案
す

る
。「M

U
JI G
IFT C

A
R
D

」

を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
。

答　

無
印
良
品
が
発
行
す
る

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
、
町
内
の

み
利
用
で
き
る
金
券
や
利
用

券
、
ポ
イ
ン
ト
な
ら
ば
可
能
。

た
だ
全
国
的
に
使
え
る
も
の

は
返
礼
品
の
対
象
外
。

　

ま
た
、
総
務
省
の
担
当
者

か
ら
、
鳩
山
町
に
良
品
計
画

の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
だ

け
で
、
本
社
や
製
造
工
場
が

な
い
の
で
、
無
印
良
品
の
商

品
を
返
礼
品
に
加
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
回
答
を
受
け

た
経
緯
が
あ
る
。

問　

美
味
し
い
鳩
山
産
の
米

は
ど
う
か
。

答　

供
給
量
も
少
な
く
、
通

年
を
通
し
て
提
供
で
き
な
い
。

Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
鳩
山
農
産
物

直
売
所
の
責
任
者
に
相
談
し

日
坂
　
和
久 

議
員

入西赤沼線の延伸は可能なのか
構想はあるが、整備は非常に困難

北部地域活性化

北
部
活
性
化
等
の
取
り
組
み

問　

町
営
路
線
バ
ス
の
運
行

は
、
単
に
公
共
交
通
空
白
地

域
か
ら
の
便
利
な
交
通
手
段

の
確
保
の
み
が
目
的
で
は
な

く
、
地
方
創
生
推
進
に
関
わ

る
滞
在
回
遊
型
観
光
の
移
動

手
段
と
し
て
役
割
を
持
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
地

方
創
生
推
進
に
関
わ
る
活
性

化
施
設
（
交
流
体
験
エ
リ
ア

等
）
が
整
っ
た
が
、
路
線
バ

ス
運
行
と
活
性
化
施
設
運
営

の
結
び
付
け
は
、
い
か
に
行

う
の
か
。

答　

路
線
バ
ス
と
活
性
化
施

設
の
連
携
は
、
第
１
期
取
組

方
針
で
検
討
し
た
。
一
例
は

「
さ
さ
ら
獅
子
舞
」
を
地
域

伝
統
文
化
と
し
て
町
外
へ
発

信
し
、
来
訪
者
獲
得
を
地
域

協
議
の
も
と
計
画
し
て
い
る
。

残
念
だ
が
未
実
施
で
あ
る
。

問　

路
線
バ
ス
と
地
方
創
生

関
連
の
活
性
化
計
画
と
の
結

び
付
け
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
の
受
け
止
め
方
は
。

答　

町
か
ら
、
双
方
の
結
び

付
け
に
つ
い
て
の
提
案
は
し

て
い
な
か
っ
た
。

問　

今
後
、
ど
う
す
る
。

答　

路
線
バ
ス
運
行
と
活
性

化
施
設
運
営
の
結
び
付
け
の

た
が
断
ら
れ
た
。

問　

サ
イ
ボ
ク
の
加
工
品
の

品
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

答　

令
和
２
年
、
３
年
と
２

種
類
ず
つ
増
や
し
て
も
ら
っ

た
。
こ
れ
以
上
は
難
し
い
。

問　

デ
ジ
タ
ル
感
謝
券
の
使

用
で
き
る
店
舗
を
増
や
せ
な

い
か
。
ゴ
ル
フ
場
だ
け
で
も

３
つ
、
固
定
資
産
税
を
も

ら
っ
て
い
る
ゴ
ル
フ
場
も
入

れ
る
と
６
つ
く
ら
い
に
な
る
。

プ
レ
ー
代
金
で
払
え
る
と
納

税
額
が
跳
ね
上
が
る
と
思
う
。

答　

検
討
し
て
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

泉
井
交
流
体
験
エ
リ
ア

を
使
っ
た
、
田
植
え
体
験
も

の
と
か
は
ど
う
か
。

答　

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
く
。

問　

ち
ょ
っ
く
ま
の
商
品
は
。

答　

ち
ょ
っ
く
ま
で
鳩
山
の

何
ら
か
の
製
品
を
使
っ
て
い

る
か
、
加
工
品
に
し
な
け
れ

ば
、
返
礼
品
に
で
き
な
い
。

取
り
組
み
は
、
第
２
期
取
組

方
針
で
進
め
る
。

問　

入
西
赤
沼
線
延
伸
の
可

能
性
は
調
査
し
た
の
か
。

答　

都
市
計
画
道
路
と
し
て

の
延
伸
は
困
難
だ
。

問　

６
次
総
合
計
画
で
は
、

主
要
幹
線
構
想
道
路
と
し
て

い
る
。
事
業
化
す
る
の
か
。

答　

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

問　

町
道
第
１
号
線
と
連
結

さ
せ
る
整
備
構
想
だ
が
、
実

現
に
向
け
た
意
気
込
み
を
伺

う
。

答　

入
西
赤
沼
線
延
伸
の
事

業
化
で
さ
え
困
難
だ
。
町
道

第
１
号
線
と
の
連
結
と
な
る

と
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

ふるさと納税サイト

問

問問問

問問

問

問問

問

問 問

答

答 答 答

答答

答

答答

答

答 答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

考
え
た
ら

現
場
を
見
な
い
で
設
計
・

施
工
す
る
か
ら
、
工
事
の

た
び
に
追
加
が
出
る
の
だ

小
川
　
唯
一 

議
員

森
　
利
夫 

議
員

問　

能
瀬
ヶ
沢
沼
か
ら
鳩
川

ま
で
の
、
水
路
整
備
工
事
の

概
要
は
。

答　

上
流
部
で
は
、
一
部
水

路
線
形
の
見
直
し
と
幅
６
０

０
ミ
リ
の
Ｕ
字
溝
新
設
を
行

い
、
下
流
部
は
同
じ
幅
の
Ｕ

字
溝
に
布
設
替
え
を
す
る
。

問　

鳩
川
に
流
入
す
る
直
前

の
既
設
Ｕ
字
溝
が
ジ
グ
ザ
グ

だ
が
、
直
線
的
に
改
修
で
き

な
い
か
。

答　

整
備
見
直
し
は
困
難
だ

が
、
布
設
替
え
の
部
分
で
考

え
る
。

問　

鳩
川
が
増
水
す
る
と
河

口
部
は
水
没
す
る
。
流
れ
込

み
部
分
を
少
し
で
も
高
く
で

き
な
い
か
。

答　

鳩
川
ま
で
の
水
路
整
備

な
の
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
位

置
改
修
に
は
対
応
で
き
な
い
。

問　

水
路
に
６
０
０
ミ
リ
の

Ｕ
字
溝
を
布
設
し
て
、
外
径

４
５
０
ミ
リ
の
ヒ
ュ
ー
ム
管

で
鳩
川
に
流
し
込
む
。
そ
ん

な
工
事
で
い
い
の
か
。

答　

県
と
の
調
整
、
工
期
等

も
あ
り
要
望
の
実
現
は
難
し

い
。

問　

工
事
は
現
場
を
よ
く
見

て
か
ら
や
れ
。
上
流
部
の
改

修
工
事
だ
け
で
良
い
の
か
。

答　

流
量
計
算
を
し
て
不
都

合
が
あ
れ
ば
、
変
更
設
計
を

し
て
工
事
を
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

問　

給
食
費
を
公
会
計
に
移

行
す
る
と
集
金
方
法
は
。

答　

今
ま
で
同
様
、
保
護
者

か
ら
各
学
校
の
指
定
口
座
に

振
り
込
ま
れ
る
。

問　

直
接
、
町
に
振
り
込
め

る
よ
う
に
し
な
い
の
か
。

答　

収
納
率
や
保
護
者
と
の

連
絡
調
整
等
も
あ
り
、
今
ま

で
通
り
と
し
た
。

問　

今
回
の
給
食
費
値
上
げ

は
す
る
べ
き
で
な
い
。
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
給
食
費

の
町
一
部
負
担
に
つ
い
て
は
。

答　

安
全
、
安
心
か
つ
栄
養

価
の
高
い
給
食
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
な
改
定
だ
。

問　

町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る

こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

答　

継
続
し
て
栽
培
が
続
け

ら
れ
、
一
定
の
収
穫
量
が
有

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

問　

何
を
町
の
ブ
ラ
ン
ド
と

考
え
る
か
。

答　

里
山
、
宇
宙
、
健
康
長

寿
の
町
と
言
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
が

考
え
ら
れ
る
。

問　

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
へ
の
採
用
、
町
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
向
上
に
視
点
を

持
ち
、
農
家
の
収
入
向
上
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

鳩
山
産
大
豆
で
町
の
目

玉
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　

健
康
、
宇
宙
、
幸
福
な

ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
絡
め
て
、

大
豆
を
主
眼
と
し
た
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
。

ち
ょ
っ
く
ま

問　

オ
ー
プ
ン
後
の
問
題
点

は
何
か
あ
る
か
。

答　

大
き
な
課
題
は
、
安
定

し
た
野
菜
等
の
出
荷
量
の
確

保
。
メ
イ
ン
と
な
る
野
菜
等

が
品
薄
で
、
直
売
所
の
魅
力

を
欠
く
。

問　

ど
の
様
に
解
決
し
よ
う

と
す
る
の
か
。

答　

出
荷
登
録
団
体
を
設
立

し
、
計
画
的
な
出
荷
量
を
確

保
す
る
。

問　

年
間
費
の
負
担
額
は
い

く
ら
か
、
何
に
使
用
す
る
の

か
。

答　

現
時
点
で
負
担
額
は
未

定
。
使
用
目
的
は
、
資
料
作

成
費
、
販
売
イ
ベ
ン
ト
等
に

使
用
す
る
。

問　

町
が
所
有
し
て
い
る
絵

画
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
に
展
示
し
た
ら
、
来

客
数
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

当
課
で
は
判
断
し
か
ね

る
。
絵
画
の
所
管
課
に
確
認

し
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

ちょっくまの問題点は
出荷量確保

町のブランドを作る

下流部で水路断面積が小さいが

流量計算をして変更設計をしたい

水路改修工事

鳩川に流れ込む水路の下流部現状

町
の
ブ
ラ
ン
ド
は

答

答

答

答 答

答

答

答 問問

問問

問

問

問問

問

問

問

問

問

問

問問 答

答

答

答

答答 答

答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

将
来
を
し
っ
か
り
見
つ
め
た

第
２
期
取
組
方
針
を
！

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
地
域

大
事
だ
よ
ね
ー

町道第1号線第2工区整備予定の農地

市
町
村
、
民
間
企
業
、
住
民
、

県
が
協
働
の
仕
組
み

石
井
　
徹 
議
員

今後の道路整備に係る財源は
削減効果次第で起債を活用

北部地域事業

町
制
施
行
40
周
年
事
業

問　

各
種
事
業
が
企
画
さ
れ

て
い
る
が
、
町
民
主
体
の
冠

名
使
用
事
業
の
応
募
が
３
件

で
少
な
い
と
思
う
が
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
団
体

の
事
業
の
予
定
が
立
た
な
い

の
が
原
因
。
申
込
期
限
を
延

長
し
て
受
け
付
け
る
。

問　

若
手
職
員
で
組
織
し
て

の
実
行
だ
が
、
そ
の
目
的
は
。

答　

将
来
主
要
事
業
を
担
当

す
る
若
手
職
員
の
行
政
運
営

に
必
要
な
力
を
養
う
た
め
に

経
験
の
場
を
提
供
し
た
い
。

北
部
地
域
事
業
今
後
の
取
り

組
み

問　

町
道
第
１
号
線
第
２
工

区
の
用
地
測
量
他
を
来
年
度

１
０
８
０
万
円
で
実
施
だ
が
、

計
画
当
初
に
同
区
間
を
含
め

全
工
区
の
測
量
他
を
５
６
０

０
万
円
で
実
施
し
て
な
い
か
。

答　

実
施
し
て
い
る
。

問　

第
２
工
区
の
再
測
量
他

が
な
ぜ
必
要
に
な
っ
た
の
か
。

答　

農
地
の
活
用
や
道
路
線

形
の
問
題
等
の
調
査
が
、
改

め
て
必
要
に
な
っ
た
た
め
。

問　

計
画
前
か
ら
農
地
で
あ

り
、
事
前
の
協
議
不
足
で
再

設
計
他
の
約
１
４
０
０
万
円

が
更
に
必
要
に
な
っ
た
の
で

中
山
　
明
美 

議
員

町は何を目指すのか
地域の充実と活性化

埼玉版スーパーシティ

問　

町
は
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

実
現
で
何
を
目
指
す
の
か
。

答　

①
必
要
な
機
能
が
集
積

し
、
ゆ
と
り
あ
る
魅
力
的
な

拠
点
を
構
築
す
る
「
コ
ン
パ

ク
ト
」。
②
新
た
な
技
術
の

活
用
な
ど
に
よ
る
先
進
的
な

事
業
を
実
現
す
る
「
ス
マ
ー

ト
」。
③
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続
可

能
な
地
域
を
形
成
す
る
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ト
」。
３
つ
の
要

素
を
実
施
し
て
い
く
自
治
体

に
埼
玉
県
と
し
て
支
援
を
行

う
。
町
で
は
、
す
で
に
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
課

題
も
あ
る
。
地
域
の
充
実
を

図
り
た
い
と
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
。

問　

市
町
村
、
民
間
企
業
、

住
民
、
県
が
協
働
し
て
い
く

と
あ
る
が
。

答　

町
が
期
待
し
て
い
る
の

は
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と

県
の
財
政
支
援
。
３
月
か
ら
、

県
が
応
援
企
業
等
の
登
録
制

度
を
創
設
し
、
募
集
を
始
め

る
。
県
の
財
政
支
援
の
具
体

的
な
内
容
は
、
４
月
以
降
に

示
さ
れ
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
し

て
く
れ
る
企
業
等
が
あ
れ
ば
、

協
議
を
行
う
。
県
補
助
金
を

活
用
す
る
事
業
を
行
う
の
で

は
。

答　

整
備
を
進
め
て
い
く
中

で
対
応
が
必
要
に
な
っ
た
。

問　

今
後
の
町
道
第
１
号
線

と
第
52
号
線
の
整
備
予
定
は
。

答　

地
元
と
の
協
定
書
に
基

づ
き
、
継
続
し
て
整
備
す
る
。

問　

両
道
路
の
事
業
期
間
と

総
事
業
費
の
見
込
み
は
。

答　

工
期
は
用
地
買
収
他
が

不
確
定
で
示
せ
な
い
。
総

費
用
は
町
道
第
１
号
線
が

６
億
１
千
万
円
、
第
52
号
線

は
当
初
予
算
で
は
約
８
億
円
。

問　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
み

る
と
、
今
後
10
億
円
超
の
事

業
費
が
必
要
で
は
。
財
源
に

つ
い
て
、
町
長
に
伺
う
。

答　

起
債
残
高
削
減
効
果
の

推
移
を
見
な
が
ら
、
起
債
を

有
効
に
活
用
し
た
い
。

あ
れ
ば
、
地
域
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
作
成
す
る
。

問　

登
録
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同

す
る
企
業
等
を
登
録
、
公
表

す
る
こ
と
で
、
官
民
連
携
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

問　

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
い
つ
頃
実
施
で
き
る
の

か
。

答　

早
く
て
も
、
令
和
５
年

度
以
降
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

問　

マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
け
れ

ば
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

が
作
成
で
き
な
い
の
か
。

答　

町
単
独
事
業
、
町
と
地

域
団
体
と
の
連
携
も
対
象
に

な
る
。

答答

問

問問問

問

問問

問問 問

問問問

答

答答答

答

答

答 答

答答答
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

誰
ひ
と
り
も

取
り
残
さ
な
い

し
く
み
の
構
築
を

少
し
の
補
助
で
も

あ
れ
ば
い
い
ね
ー

野
田
小
百
合 

議
員

根
岸
富
一
郎 

議
員

問　

自
主
的
に
補
装
具
を
利

用
し
て
い
る
人
は
い
る
か
。

答　

補
聴
器
の
利
用
が
、
あ

ま
り
多
く
な
い
状
況
。

問　

就
労
指
導
も
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

答　

基
本
的
に
は
な
い
。
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。

問　

社
会
参
加
と
い
う
観
点

か
ら
ど
う
か
。

答　

健
康
寿
命
の
延
伸
で
は
、

鳩
山
モ
デ
ル
の
確
立
の
た
め

に
、
１
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
受

け
止
め
る
。

農
業
振
興

問　

個
人
の
直
売
所
か
ら

「
ち
ょ
っ
く
ま
」
等
へ
何
件

集
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。

答　
「
品
ぞ
ろ
え
」
の
観
点

か
ら
「
ぜ
ひ
ご
協
力
を
」
と

言
っ
た
が
、「
現
状
の
ま
ま

で
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

問　
「
農
家
が
な
く
な
る
」

と
い
う
声
に
ど
う
答
え
る
か
。

答　

あ
る
程
度
、
長
い
ス
パ

ン
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

石
坂
の
森
に
ト
イ
レ
を

問　

石
坂
の
森
は
誰
の
所
有

か
。

答　

50
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
ha
）

中
40 

ha
は
町
の
所
有
で
、
10

 

ha
は
民
地
。
民
地
の
う
ち
１

ha
は
、
賃
貸
借
契
約
を
し
、

石
坂
の
森
と
し
て
、
東
松
山

市
の
市
民
の
森
と
一
体
的
に

活
用
し
て
い
る
。

問　

当
初
予
算
で
は
、
ど
う

い
う
整
備
を
予
定
し
た
の
か
。

答　

全
町
公
園
化
構
想
の
拠

点
整
備
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は

環
境
の
整
備
、
さ
ら
に
ソ
フ

ト
事
業
を
実
施
す
る
。

問　

石
坂
の
森
の
公
園
化
に

は
、
ど
ん
な
規
定
が
あ
る
か
。

答　

公
園
設
置
条
例
を
作
る

の
だ
が
、
全
て
の
土
地
を
所

有
ま
た
は
賃
貸
借
契
約
さ
れ

て
い
る
の
が
前
提
で
あ
る
。

問　

誰
で
も
散
策
ル
ー
ト
に

入
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答　

東
松
山
市
と
共
同
的
な

取
り
組
み
を
し
、
近
く
の
市

民
の
森
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
欲
し
い
。

問　

ニ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

要
介
護
状
態
や
慢
性
的

な
障
が
い
を
有
す
る
方
に

と
っ
て
、
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

問　

他
自
治
体
で
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答　

近
隣
で
は
坂
戸
市
、
鶴

ヶ
島
市
、
川
島
町
で
戸
別
収

集
を
実
施
。

　

坂
戸
市
は
直
営
方
式
で
２

４
４
世
帯
、
鶴
ヶ
島
市
は
委

託
方
式
で
27
世
帯
、
川
島
町

31
世
帯
。

問　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
制
度
の
「
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
」「
介
護

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」、

社
協
の
「
ふ
れ
あ
い
在
宅

サ
ー
ビ
ス
」、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
「
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
」
の
活
用
を
検
討
。

　

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み

方
法
や
成
果
、
課
題
を
整
理

し
制
度
設
計
す
る
。

北
部
地
域
活
性
化

問　

北
部
地
域
と
町
全
体
の

人
材
を
つ
な
げ
、
新
た
な
魅

力
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

答　

上
熊
井
地
区
を
中
心
に

連
携
し
た
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
、
町
内
の
人
材
が
つ
な

が
り
始
め
て
い
る
。

問　

地
域
の
女
性
の
声
は
、

反
映
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

活
性
化
委
員
会
の
専
門

部
会
に
、
泉
井
は
11
人
中
４

人
、
上
熊
井
は
８
人
中
２
人

女
性
が
入
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
環
境
整
備

問　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
が
不
足
す
る
場
合
、

は
ー
と
ん
ス
ク
エ
ア
駐
車
場

を
利
用
で
き
な
い
か
。

答　

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

問　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い

中
央
公
民
館
３
階
に
ピ
ア
ノ

設
置
。
利
用
し
づ
ら
い
が
。

答　

利
用
者
の
意
見
も
聞
い

て
対
応
す
る
。

問　

使
用
簿
に
男
女
別
の
利

用
人
数
記
載
が
必
要
か
。

答　

多
様
性
社
会
で
も
あ
り
、

な
く
す
方
向
で
検
討
す
る
。

福祉的見地からごみ出し支援を
先進自治体を調査し制度設計する

高齢者等の福祉

補聴器に補助を

健康長寿の延伸の1つの案に

加齢性難聴

足腰が弱くなったご高齢の方など
坂道のごみ出しは大変

だ
れ
で
も
気
軽
に
補
助
を

こ
れ
で
出
か
け
ら
れ
る
ね

答

答答答答

答答答

問問問問 答答答答 答

答答答

答 問問

問問問

問問問 問

問問問問
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町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

企
業
誘
致
に
も

つ
な
が
る

道
路
整
備
！

４
８
０
５
日
間

交
通
事
故
死
亡
者
ゼ
ロ
で

県
内
１
位

石
井
　
計
次 
議
員

事業の進捗状況と完工は
買収率84％・完工まで５年あまり

県道岩殿・岩井線

県
事
業
の
県
道
岩
殿
・
岩
井

線
に
つ
い
て

問　

進
捗
状
況
を
う
か
が
う
。

答　

鳩
川
に
架
か
る
重
郎
橋

の
架
け
替
え
を
含
む
約
６
０

０
ｍ
区
間
の
整
備
事
業
。
用

地
買
収
の
対
象
者
19
人
の
う

ち
、
16
人
と
の
契
約
が
完
了

し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
買
収
率
は
対

象
者
ベ
ー
ス
で
約
84
％
。
用

地
取
得
に
時
間
を
要
し
て
い

る
こ
と
が
事
業
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

問　

迂
回
路
工
事
が
来
年
度

か
ら
開
始
予
定
だ
が
、
周
辺

へ
の
影
響
と
、
そ
の
対
応
策

を
う
か
が
う
。

答　

工
事
の
騒
音
、
現
道
利

用
者
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
着
工
に
あ
た
り
、
周
辺

住
民
へ
の
説
明
を
行
い
な
が

ら
丁
寧
に
す
す
め
る
よ
う
県

に
求
め
て
い
く
。

問　

完
了
ま
で
の
工
期
を
う

か
が
う
。

答　

県
土
整
備
事
務
所
か
ら

は
、
少
な
く
と
も
５
年
は
か

か
る
と
聞
い
て
い
る
。

成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
つ
い

て問　

法
改
正
に
よ
り
本
年
４

月
１
日
よ
り
20
歳
以
上
か
ら

小
鷹
　
房
義 

議
員

制限速度の変更は可能か
地域の住民の意見も聞く

交通事故対策

道
路
標
識
に
つ
い
て

問　

制
限
速
度
の
変
更
は
可

能
か
。

答　

道
路
に
お
け
る
制
限
速

度
の
「
規
制
実
施
基
準
」
に

基
づ
き
、
都
道
府
県
公
安
委

員
会
ま
た
は
警
察
署
長
に
よ

り
決
定
さ
れ
る
。
制
限
速
度

は
、
地
域
住
民
の
意
見
も
聞

い
た
上
で
、
変
更
も
可
能
。

問　

見
通
し
が
悪
い
カ
ー
ブ

の
予
告
は
、
ど
の
よ
う
に
す

る
か
。

答　

標
識
で
は
な
く
、
路
面

標
示
が
望
ま
し
い
。

道
路
の
照
明
に
つ
い
て

問　

町
内
道
路
照
明
の
設
置

場
所
は
、
ど
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
る
か
。

答　

町
内
道
路
の
照
明
は
防

犯
灯
で
あ
る
。
設
置
に
関
し

て
は
、
区
長
・
自
治
会
長
・

町
内
会
長
か
ら
地
域
の
要
望

を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

問　

町
内
の
蛍
光
灯
照
明
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
比
率
を
う
か

が
う
。

答　

町
内
の
防
犯
灯
は
約

１
７
０
０
基
設
置
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
約

２
９
０
基
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
比

率
は
17
％
、
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

18
歳
以
上
と
な
り
、
親
の
同

意
な
し
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
住
宅
賃
貸
借
契
約
な
ど

も
可
能
に
な
る
。　

　

社
会
経
験
が
浅
い
中
、
金

銭
的
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

町
と
し
て
も
注
意
喚
起
の
啓

発
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

関
東
財
務
局
か
ら
成
人

年
齢
引
き
下
げ
に
関
す
る
広

報
活
動
の
協
力
依
頼
が
来
て

い
る
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
は
と
や
ま
に
も
掲
載
し

周
知
を
図
り
た
い
。

問　

継
続
的
に
注
意
喚
起
を

お
願
い
す
る
。
当
町
の
18
才
、

19
才
の
人
数
を
う
か
が
う
。

答　

18
歳
男
性
61
人
、
女
性

46
人
、
合
計
１
０
７
人
。
19

才
男
性
57
人
女
性
が
45
人
、

合
計
１
０
２
人
、
こ
の
人
数

は
令
和
４
年
３
月
１
日
現
在
。

へ
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
節
電
効
果

は
ど
う
か
。

答　

全
般
的
に
は
、
電
気
使

用
量
の
比
率
は
約
半
分
に
な

る
と
さ
れ
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の

条
件
を
う
か
が
う
。

答　

区
長
・
自
治
会
長
・
町

内
会
長
か
ら
地
域
の
意
見
を

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
申
請
書

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

路面標示が望ましい見通しの悪いカーブ 路面標示で安全になった道路

重郎橋架け替え計画図

問

問問

問問問

問問

問

問問

答

答答

答答答

答

答

答

答

答
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令
和
４
年
２
月
９
日
、
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
第
８
期
鳩
山
町
高

齢
者
福
祉
総
合
計
画
に
お
い

て
、
高
齢
者
の
生
活
様
式
の

多
様
化
が
進
む
と
と
も
に
、

高
齢
者
に
よ
る
社
会
参
加
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
単

身
高
齢
者
世
帯
、
認
知
症
高

齢
者
、
介
護
や
支
援
を
要
す

る
高
齢
者
の
増
加
を
受
け
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
生
活

を
よ
り
強
く
支
え
て
い
く
体

制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

調
査
事
項

毎
日
を
い
き
い
き
と
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
し
た
い
。

福
祉
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
日
常
生
活
を

営
む
た
め
に
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
及
び
地
域
支
援

事
業
の
両
立
を
図
り
、
医
療
、

介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い

及
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の

支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ

る
「
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
様
々
な
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
10
月

時
点
に
お
け
る
町
全
体
の
比

率
は
45
％
で
、
令
和
４
年
で

は
46
％
、
令
和
５
年
で
は

47
％
と
推
測
さ
れ
、
75
歳
以

上
に
な
る
と
要
介
護
認
定
率

も
よ
り
高
く
な
る
傾
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も

一
般
介
護
予
防
事
業
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
の

「
さ
わ
や
か
健
康
教
室
」

毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め

に
身
近
な
「
地
域
健
康
教
室
」

●�

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
応
募
方
法
）

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局 

ク
イ
ズ
係

（
締
切
）
５
月
31
日
㈫

★
前
号
の
答
え

　

①
ロ　

②
イ

155
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
王　
　

菲　
　
　

様

〇
高
山　

と
み
江　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

　

�

今
年
度
、
町
制
施
行
何

年
で
す
か
？

　
　

イ 

30
年

　
　

ロ 

40
年

　
　

ハ 

50
年

問
題
２

　

�

今
回
任
命
さ
れ
た
農
業

委
員
は
何
人
で
す
か
？

　
　

イ 

８
人

　
　

ロ 

10
人

　
　

ハ 

12
人

問
題
３

　

�

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご意見・ご感想 いただきました！

◦�傍聴者が少ない。町民に対し促す対策が必
要だと思います。
　町民の関心を高めることが重要である。
◦�予算審査特別委員会など議会改革を大いに
評価します。具体的にしっかり検討・審議
していただきたい。
◦�起債超過の責任を町長が取るべきである。
町民に明らかにすべき責任を感じない。
　余りにもずさん。

～あなたが関心あることは～

◦財政状態　箱物行政の行く末（特に北部）
◦教育行政（校内保安含む）
◦公共工事（計画予算と実施の差が大きい）

傍聴アンケートより
◦議会だよりを楽しみに愛読しております。
◦�コロナワクチン追加接種のお知らせなど、
もっと早くみんなにわかりやすい方法を！
◦�一人の町民として、ちゃんと行政や議会の
活動へ目を向ければ、より公平で透明な形
の政策が生み出され、その結果として町民
の暮らしに還元されると思いました。また
自分自身に何ができるかと考えさせられま
した。今年も傍聴に行きます。
◦�太陽光発電施設、役場の横とか、どうして
すぐ道端に作るのか見た目よくありません。
木を伐採して次から次へとやってる感がし
て、景観を悪くしているイメージしか、わ
いてこないのです。

クイズ　感想より
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命
と
財
産
を
守
る
消
防
組
合
鳩
山

分
署

完
成
を
待
た
れ
る
鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
２
日
、
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
は
３
議
案
。
主
な
内

容
は
令
和
４
年
度
予
算
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８

６
８
０
万
円
で
、
前
年
度
比

約
２
千
万
円
増
額
と
な
り
、

い
ず
れ
も
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
破
砕

ポ
ン
プ
、
第
二
し
尿
貯
留
槽
、

管
理
棟
空
調
機
冷
却
塔
、
給

泥
ポ
ン
プ
の
修
繕
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

鳩
山
町
の
負
担
金
は
２
５

８
１
万
円
で
す
。

　

２
月
８
日
、
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
埼
玉
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更

に
つ
い
て
１
件
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　

２
月
８
日
、
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
は
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計
予
算
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
予
算
は
、

約
２
億
１
６
０
０
万
円
で
、

令
和
３
年
度
と
ほ
ぼ
同
等
の

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、
設
備
点
検

の
結
果
、
ま
だ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
必
要
が
な
く
、
今
年
度

予
定
し
て
い
た
修
繕
費
９
０

０
万
円
は
来
年
度
以
降
に
繰

り
越
す
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
専
決
処
分
や
審

　

２
月
16
日
、
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
は
専
決
処
分
２
件
、

条
例
改
正
２
件
、
規
約
改
正

１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
当

初
予
算
１
件
の
７
議
案
で
し

た
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
億
８

２
８
１
万
円
で
前
年
度
比
７

３
６
７
万
円
の
増
額
で
す
。

い
ず
れ
も
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
表
彰
「
ま
と

い
」
が
、
日
本
消
防
協
会
か

ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

広
域
静
苑
組
合

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合

西
入
間
広
域
消
防
組
合

の
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
１
件
の
４
議

案
で
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、
47
万
円
の

減
額
で
、
歳
入
歳
出
総
額
は

65
億
１
２
６
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
は
84

億
４
４
４
６
万
円
と
な
り
、

前
年
度
比
19
億
３
０
３
１
万

円
の
増
額
で
す
。
い
ず
れ
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）鳩
山
新
ご
み
焼
却

施
設
関
連
事
業
で
は
、
施
設

関
係
工
事
費
61
億
９
５
５
６

万
円
、
周
辺
対
策
事
業
交
付

金
２
億
５
９
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

議
会
設
置
、
法
律
の
整
備
に

関
す
る
条
例
の
改
正
、
事
務

組
合
の
規
約
変
更
な
ど
７
件
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
令

和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
の

９
議
案
で
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
処
理
施
設

内
の
主
ポ
ン
プ
設
備
再
構
築

工
事
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

工
事
、
そ
の
他
各
設
備
の
点

検
、
修
繕
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

鳩
山
町
の
負
担
金
は
１
億

３
０
６
５
万
円
で
す
。

一部事務組合負担金　当初予算推移
（単位：万円）

R２ R３ R４

坂戸地区衛生組合 2513 2493 2581

埼玉西部環境保全組合 1億9778 2億1243 1億9805

西入間広域消防組合 2億9514 2億9213 2億9851

毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合 1億3377 1億3138 1億3065

広域静苑組合 1070 939 914

合　　　　計 6億6252 6億7476 6億6216

鳩山町一般会計当初予算額 61億8600 53億3000 56億7800

鳩山町一般会計当初予算額に占める割合 10.71％ 12.66％ 11.66％
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関
根　

清
隆

次回定例会は

６月７日から
（予定）

編
集
後
記

　コロナ禍での学校生活、いろいろ大変なことが
あったと思います。中学校のまとめ役である生徒
会の皆さんに、3月18日の放課後にお話をうかが
い、皆さんから大切なことを教えてもらいました。

●鳩中の学校自慢は
・�学校の雰囲気が明るく、清掃も毎日きちんとし
ているので校舎がきれい。
・�学校の設備などが整っている。
・�先生と生徒の関係が良く、何でも話せ、サポー
トしてもらえる。
・�一人ひとり挨拶ができる。（週1回、生徒会と
先生で挨拶運動をしている）
・�生徒同士サポートし合い、みんなで協力して学
んでいる。
・�先輩・後輩関係なしに、みんな仲が良い。
・�部活動が盛んで、みんな熱心に頑張っている。
・�体育祭、鳩中祭、合唱祭などのイベントがある
とみんな団結して頑張る。

●生徒会に入ったきっかけは
・�学校のために働きたいと思った。
・�前生徒会長が早く登校し、駐輪場の落ち葉掃き
をしていた。自分もそんな活動がしたいと思った。
・�先輩が輝いて見えて、憧れた。
・�部活の時間が取られてしまうのに、楽しそうに
活動し満足しているのを見て、やってみようと
思った。
・�コロナ禍で行事等が短縮となり、盛り上がらな
い中で、生徒会で学校を盛り上げたいと思った。

●生徒会をやってみてどうでしたか
・�話し合いの時間が充実し、達成感があった。
・�3年生を送る会のために掲示物を作り、感謝の
思いを伝えられたことがうれしかった。

・�生徒会メンバーで話し合う等、新しい経験がで
きた。
・�部活の時間を取られてしまうが、やりがいが
あった。
・�学校全体を見ることができた。
・�反省点があると次からより良く直すことがで
きた。
・�学校の中心として、周りへの気配りや運営経験
の機会などが与えられ、能力が上がった実感が
ある。

●鳩山町、どんな町になってほしいですか
・�挨拶を交わし、年齢など関係なく壁をなくし
て、みんなが仲よくできる町に。
・�人と人とが交流し、知らない人がいないくらい
の町になってほしい。
・�今宿祭囃子に参加して、地域の方から教えても
らっている。いろいろな方と触れ合えるところ
がたくさんできてほしい。
・�シェアハウスなど若者が町に入ってきてくれ
るような町づくりを。
・�大型商業施設が欲しい。
・�地盤が固く災害に強いこと、交通安全意識が高
いなど、町の良いところをアピールしよう。　
・�豊かな自然を活かして町の活性化を。

（傍聴アンケート、議会クイズは　P18）

■��請願、陳情は５月30日17時までに提出して
ください。
■議会ホームページから音声配信しています。
　速報版は翌日（休日を除く）から配信されます。
■�議会だより音訳版をご利用ください。必要な方
は議会事務局へご連絡ください。

鳩山町議会

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決

議
文
を
全
会
一
致
で
決
議
し

ま
し
た
。
国
際
秩
序
を
根
底

か
ら
破
壊
す
る
暴
挙
で
あ

り
、断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

世
界
平
和
は
、
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
平
穏
な
日
常
が
戻

る
よ
う
に
、
１
日
も
早
い
停

戦
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

独
裁
で
は
な
く
、
議
会
が

機
能
し
て
い
れ
ば
、
と
思
わ

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

選
挙
で
選
ば
れ
た
代
表
と

し
て
議
員
が
い
ま
す
。
責
任

の
重
さ
を
自
覚
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

鳩
山
町
議
会
基
本
条
例
も

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。�

（
中
山
）

ズームアップ
頑張っている人たちを紹介します！

鳩山中学校 生徒会の皆さん


